
訪問調査モバイルの導入について 

 

【導入経緯】 

 認定者数は年間３，０００人前後で推移しており、介護認定訪問調査については、認定

調査員により、紙ベースの手書きメモを基に認定調査票を作成。 

認定申請から結果までに要する日数は、令和４年度で３８．８日となっており、サービ

ス導入までには時間を要している状況から、訪問調査に要介護認定支援アプリが搭載され

たタブレットを訪問調査時に活用することで、認定調査票の作成に係る時間を短縮し、認

定申請から介護サービス導入までの期間短縮を図ることを目的として導入。 

 

 【導入イメージ】 

 

 

【導入時期】 

 令和６年３月上旬 

【導入経費等】  

総額：１，２７０万円 （令和４年度 デジタル田園都市国家構想交付金活用） 

 タブレット等機器購入部分及び端末設定について交付金活用。 

 

【参考指標】  

 申請から認定までの期間は、国が示す期間は３０日以内とされている。 

タブレット導入に際し、以下に示す３つの指標について目標値を定め、取り組みを行う。 

タブレット端末を持参し、画面上
に表示される調査項目に入力。 
移動中や訪問先での調査結果入

力が行える。 
 
     特 徴 
①タッチパネル選択や音声入力
による特記事項作成 
②発生した場合は認定ソフトの

１次判定結果の警告が表示  帰庁後に、入力内容を確認し、データにて介護シス

テムに連携 



 

指標（目標値） 

指  標 令和5年度末 令和6年度末 令和7年度末 

申請から認定までの期間（日） 35.0 34.0 32.0 

30 日以内の認定者割合 （％） 15.0 25.0 30.0 

申請から調査までの日数（日） 11.0 10.0 9.0 

 

参考指標 介護保険データベースより 

指  標 令和4年度末 令和5年度末 

申請から認定までの期間（日） 38.8 38.1 

30 日以内の認定者割合 （％） 16.4 18.0 

申請から調査までの日数（日） 12.1 13.1 

 

 

参考 

要介護認定については、認定調査と主治医意見書により介護認定審査会で介護度が決定

するため、主治医意見書入手期間の短縮にむけた対応も必要となる。 

 令和５年５月申請分から、従来の新規・区分変更に加え、更新申請においても主治医意

見書問診票の活用を開始。あわせて医療機関への催告を通知、電話連絡にて行っている。 

 

指  標 令和4年度末 令和5年度末 

申請から主治医意見書入手までの日数（日） 21.3 20.4 

 

 

 

 

 


